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ご利用案内

まずはお電話かウェブサイトでご相談ください

ご利用までの流れ

和泉センターへの交通アクセス

和泉センター　総合受付
電話 ０７２５－５１－２５２５

https://orist.jp/
トップページ➡利用案内➡和泉センター➡技術相談

電話での相談
　　　　または

ネットでの相談

来所での相談
装置使用

受託研究

共同研究

課題、サンプル、試験内容、
装置、評価内容等について
お伺いし、試験等の方法や
実施日を決めます。

実施方法等の詳細をお打ち合せします。

（来所での相談が不要の場合）

■まずは、お電話かウェブサイトでご相談ください。
■装置のご利用は、事前予約の上、来所して下さい。
■依頼試験・装置使用の料金は、料金表をご参照ください。
■受託研究の料金は、お打ち合わせの上、 決定します。

注意事項

無料 無料 依頼試験

（大阪技術研ホームページ）

【 はじめて研究所を利用される方へ 】

EM C 技術開発支援センター

電 話
F A X
U R L

0725-51-2525（総合受付）  ※ 受付時間   平日   9：00 ～ 12：15
0725-51-2509
https://orist.jp/

13：00 ～ 17：30



大型供試体に対応した国際規格準拠の試験施設大大大型型型供供供試試試体体体にに対対対応応応しししたた国国国際際際規規規格格格準準準拠拠拠のの試試試験験験施施施設設設大型供試体に対応した国際規格準拠の試験施設

電子機器等の国内製造販売および輸出においては法令によりEMC試験が課されます。
当センターではこれらのニーズにお応えするために、技術相談（無料）、EMC試験（装置使用による自主測定）を
行っています。さらに、研究開発や人材育成等を通じて、ものづくり企業の製品開発を総合的にサポートします。

（＊ 研究開発および人材育成は、テーマや時期等により実施できる内容が限られますので、まずはご相談ください）（＊ 研究開発および人材育成は、テーマや時期等により実施できる内容が限られますので、まずはご相談ください）

主に10m法放射妨害波測定に使用されます。ターン
テーブル上に置かれた被測定器から空間に電波として
放射される電磁ノイズを10m離れた位置のアンテナ
で受信して、その電界強度を測定します。ターンテー
ブル下には地下室を設けており、測定に影響のある周
辺機器等を設置できます。

主に放射イミュニティ試験に使用されます。ターン
テーブル上に置かれた被試験機に対して、3m離れた
アンテナから電波を照射し、機器の動作に影響がな
いかを調べます。ターンテーブル下には地下室を設
けており、測定に影響のある周辺機器等を設置でき
ます。

伝導妨害波測定、妨害電力測定、ラージループアン
テナによる放射エミッション測定等、電気電子機器の
動作時に発生する電磁ノイズを測定することができま
す。

静電気放電イミュニティ試験、電気的ファーストトラ
ンジェント／バースト・イミュニティ試験、無線周波
数伝導イミュニティ試験等、外来電磁波が電子機器
の動作にどのような影響を与えるかを調べることがで
きます。

■ 室内有効寸法
　 19.0 m (L) × 11.0 m (W) × 8.7 m (H)

■ ターンテーブル
　 直径 4.0 m、耐荷重 2.0 t

■ アンテナマスト
　 遠隔操作による水平･垂直偏波の切替えと
　 アンテナ高さ（1～ 4 m）の制御が可能

■ 室内有効寸法
　 10.5 m (L) × 6.0 m (W) × 5.2 m (H)

■ ターンテーブル
　 直径 3.0 m、耐荷重 2.0 t

■ アンテナマスト
　 遠隔操作による水平･垂直偏波の切替えと
　 アンテナ高さ（1～ 4 m）の制御が可能

■ 室内有効寸法
　 10.0 m (L) × 6.0 m (W) × 3.5 m (H)

■ シールド性能
　 70 dB以上　（磁界 150 kHz ～ 30 MHz）
　 100 dB以上（電界 150 kHz ～ 30 MHz）
　 100 dB以上（平面波 30 MHz ～ 1 GHz）

■ 室内有効寸法
　 7.5 m (L) × 5.7 m (W) × 3.5 m (H)

■ シールド性能
　 70 dB以上    （磁界 150 kHz ～ 30 MHz）
　 100 dB以上（電界 150 kHz ～ 30 MHz）
 　100 dB以上（平面波 30 MHz ～ 1 GHz）

供試体搬入スペース供試体搬入スペース供試体搬入スペース

＜その他事例  テーマ名＞
○ 無縫製ミシン（誘電加熱方式）の開発
○ カラー印刷可能な紙片型ノイズ抑制シートの開発
○ ペースメーカ・ICD電磁波防護服の開発
○ セラミック炭電波吸収体の開発
○ 広帯域透明電波吸収体の開発
　 など

＜事例紹介＞　（平成２８年度　受託研究）
電磁波シールド効果評価装置の開発

電磁シールドに優れた導電性
ガスケット開発のための性能
評価技術および評価装置を開
発しました。

　伝送線路を試験片で短絡することで高周波での
　超低インピダンス測定が可能になりました。

企業が抱える技術課題を解決するための受託研究制度や企業の製品開発をサポートするための
共同研究制度等があります。
企業が抱える技術課題を解決するための受託研究制度や企業の製品開発をサポートするための
共同研究制度等があります。
企業が抱える技術課題を解決するための受託研究制度や企業の製品開発をサポートするための
共同研究制度等があります。

EMCに関わるセミナー・講習会等を開催します。また、企業の人材育成の一環として、技術者を
一定期間受け入れるオーダーメード研修制度等があります。
EMCに関わるセミナー・講習会等を開催します。また、企業の人材育成の一環として、技術者を
一定期間受け入れるオーダーメード研修制度等があります。
EMCに関わるセミナー・講習会等を開催します。また、企業の人材育成の一環として、技術者を
一定期間受け入れるオーダーメード研修制度等があります。

（１）エミッション測定：機器から漏洩する電磁波の測定 対応規格等

放射妨害波測定（30 MHz 〜 6 GHz） CISPR 11、CISPR 14-1、CISPR 32、
IEC/JIS T 60601-1-2、FCC Part 15 等

ラージループアンテナによる放射エミッション測定（9 kHz 〜 30 MHz） CISPR 11、CISPR 15

伝導妨害波測定（9 kHz 〜 30 MHz） CISPR 11、CISPR 14-1、CISPR 15、CISPR 32、
IEC/JIS T 60601-1-2

妨害電⼒測定（30 MHz 〜 300 MHz） CISPR 14-1、CISPR 15、IEC/JIS T 60601-1-2

電源⾼調波・フリッカ測定 IEC/JIS C 61000-3-2、IEC/JIS C 61000-3-3

（２）イミュニティ試験：外来電磁波による機器動作への影響評価 対応規格等

放射イミュニティ試験 IEC/JIS C 61000-4-3

静電気放電イミュニティ試験 IEC/JIS C 61000-4-2

電気的ファーストトランジェント／バースト・イミュニティ試験 IEC/JIS C 61000-4-4

無線周波数伝導イミュニティ試験 IEC/JIS C 61000-4-6

サージイミュニティ試験 IEC/JIS C 61000-4-5

電源周波数磁界イミュニティ試験 IEC/JIS C 61000-4-8

電圧ディップ、短時間停電及び電圧変動に対するイミュニティ試験 IEC/JIS C 61000-4-11

VLAC--0449 

認定範囲
試 験 場： EMC技術開発支援センター
試験区分： エミッション試験
（妨害波電界強度試験、妨害波電圧試験）
試験規格： CISPR 32, VCCI-CISPR 32

*）ISO/IEC 17025試験所: 
　  試験所・校正機関が正確な測定/校正結果を生み出す
      能力があるかどうかを権威ある第三者機関が認定する規格

**）iNARTE：
　　International Association for Radio, 　
　　Telecommunications and Electromagnetics
　　（国際無線通信・電磁気協会）

【電磁波障害に関する実務的な対応技術の高さを証明する国際資格】
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試験項⽬ 装置番号 試験に必要な設備･装置名 料⾦
（円/時間）

静電気放電試験
A6049 静電気放電イミュニティ試験機 2,100
A9331 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜最初の 1 時間＞ 2,200
A9332 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜以後 1 時間毎＞ 1,100

放射⾼周波電磁界
イミュニティ試験
(80 MHz〜2.7 GHz)

A6050 無線周波数放射電磁界イミュニティ試験機 6,100
A9327 第⼆電波暗室（3m 法／イミュニティ試験⽤）＜最初の 1 時間＞ 9,200
A9328 第⼆電波暗室（3m 法／イミュニティ試験⽤）＜以後 1 時間毎＞ 6,200

ファーストトランジェン
ト/バースト試験

A6052 ファーストトランジェント/バースト試験機 2,000
A9331 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜最初の 1 時間＞ 2,200
A9332 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜以後 1 時間毎＞ 1,100

雷サージ試験 A6042 サージイミュニティ試験機 2,700

伝導妨害イミュニティ
試験

A6051 無線周波数伝導イミュニティ試験機 3,500
A9331 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜最初の 1 時間＞ 2,200
A9332 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜以後 1 時間毎＞ 1,100

電源電圧変動試験 A6048 電圧ディップ試験機 3,600

インパルスノイズ試験
(雑⾳許容度試験)

A6029 耐⾼周波ノイズ試験機 2,000
A9331 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜最初の 1 時間＞ 2,200
A9332 EMS シールド室（イミュニティ試験）＜以後 1 時間毎＞ 1,100

測定項⽬ 装置番号 測定に必要な設備･装置名 料⾦
（円/時間）

放射妨害波測定
(1 GHz 以下)

A6045 放射妨害波測定システム(1 GHz 以下) 6,800
A9325 第⼀電波暗室（10m 法）＜最初の 1 時間＞ 17,100
A9326 第⼀電波暗室（10m 法）＜以後 1 時間毎＞ 13,900

放射妨害波測定
(1 GHz 以上)

A6046 放射妨害波測定システム(1 GHz 以上) 6,800
A9325 第⼀電波暗室（10m 法）＜最初の 1 時間＞ 17,100
A9326 第⼀電波暗室（10m 法）＜以後 1 時間毎＞ 13,900

放射妨害波測定
(対策⽤簡易測定)

A6013 EMI 対策システム 4,900
A6011 電波全無響室 5,100

伝導妨害波測定
(雑⾳端⼦電圧測定)

A6047 伝導妨害波測定システム 5,800
A9329 EMI シールド室（エミッション測定）＜最初の 1 時間＞ 2,500
A9330 EMI シールド室（エミッション測定）＜以後 1 時間毎＞ 1,400

妨害電⼒測定
(雑⾳電⼒測定)

A6043 妨害電⼒測定システム 5,800
A9329 EMI シールド室（エミッション測定）＜最初の 1 時間＞ 2,500
A9330 EMI シールド室（エミッション測定）＜以後 1 時間毎＞ 1,400

ラージループアンテナ
による放射妨害波測定
(9 kHz〜30 MHz)

A6044 ラージループアンテナ妨害波測定システム 5,900
A9329 EMI シールド室（エミッション測定）＜最初の 1 時間＞ 2,500
A9330 EMI シールド室（エミッション測定）＜以後 1 時間毎＞ 1,400
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